
沖縄県後期高齢者医療審査会の流れ及び標準審理期間について
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行政不服審査法（平成26年法律第68号）第16条に基づき、審査請求に対する裁決をするまでに通常
要すべき標準的な期間（＝標準審理期間）を６月と定めました。
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